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募
　
集

吉
野
町
職
員
採
用
試
験
を 

実
施
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
予
定

採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

【
保
健
師
】　
　

◆
募
集
人
員　
　
１
名

◆
受
験
資
格

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
、

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方

採
用
試
験
日
程
等

【
第
１
次
試
験
日
】

　
12
月
19
日
（
日
）
９
時
開
始

　
吉
野
町
中
央
公
民
館　

◆
試
験
内
容　

①
一
般
教
養
試
験　
②
作
文
試
験　

③
適
性
検
査　
④
集
団
面
接
試
験

【
第
２
次
試
験
日
】

　
(

第
１
次
試
験
合
格
者
に
実
施)

　
令
和
４
年
１
月
15
日
（
土
）

　
吉
野
町
中
央
公
民
館　

◆
試
験
内
容　

　
①
個
別
面
接
試
験　
②
適
性
検
査　

受
付
期
間　

　
11
月
８
日
（
月
）
～
11
月
26
日
（
金
）

※
郵
送
の
み
。

※
受
験
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
吉
野

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
「
採
用
試
験
案

内
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　
職
員
採
用
試
験
担
当

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
…
℡(

32)

３
０
８
１

　
Ｉ
Ｐ
直
通
…
℡(

39)

９
０
６
８

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験 

（
任
期
ご
と
に
進
路
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
）

◆
受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

◆
受
付
期
間　
11
月
９
日
（
火
）
ま
で

◆
試
験
日　
11
月
13
日
（
土
）

◆
試
験
種
目

学
科
試
験
・
作
文
・
口
述
試
験
・
適
性
検

査
・
身
体
検
査

　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

（
奈
良
市
法
華
寺
町
１
５
７
８
）

※
今
年
度
の
「
自
衛
官
候
補
生
」
採
用
試
験

は
、
今
回
の
案
内
で
最
後
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
他
の
就
職
先
と
迷
わ
れ
て

い
る
方
や
悩
ん
で
い
る
方
、
併
願
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

（
ご
不
明
な
点
等
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
自
衛
隊

奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

問
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
事
務
所　
　
　

　
℡
０
７
４
７(

22)

３
７
８
９

　
担
当
：
山
口
、
藤
原
、
山
岡

　
　
　農地を貸したい方、借りたい方を募集

「高齢で耕作できなくなった農地を誰かに管理してほしい。」
「農地を相続したけど農業はしないので、誰かに貸したい。」
 または、

「農業経営を拡大したいので農地を借りたい。」
「新規に本格的に農業を始めるので農地を借りたい。」
と、お考えの方は、なら担い手･農地サポートセンターへご相談くだ
さい。なら担い手・農地サポートセンターは、農地の出し手（貸したい
方）から農地を借り受け、受け手（借りたい方）へマッチングします。

農地中間管理事業で農地を貸借するまでの流れ

【お問い合わせ】
公益財団法人　なら担い手・農地サポートセンター

（農地中間管理機構）
〒６３４-００６５　橿原市畝傍町53番地　℡０７４４（２１）５０２０          
HP：http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/

なら担い手・農地サポートセンターは、法律に基づき県知事
の指定を受けた公的機関です。安心してご利用ください。

農地の貸付希望
申込み

農地の貸借

交渉・マッチング

出
し
手
か
ら 

農
地
を
借
り
受
け

受
け
手
に

農
地
を
貸
し
付
け

農地の出し手
なら担い手・
農地サポート
センター

農地の受け手
貸借契約 貸借契約

募　集　期　間
出し手（貸したい方）・・・随時受付

受け手（借りたい方）・・・随時受付し、年６回公表します。

対象農地・・・市街化区域以外の区域にある農地

※センターが農地を借り受ける条件は、農地として利用が　
困難でないこと、十分な受け手が見込めることです。

※受け手の氏名・希望地区等をインターネットで公表しま
す。公表は、６月、8月、10月、1２月、２月、４月の年６回行
います。

農地の借受希望
申込み
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募
　
集

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
随
時
募
集
（
受
付
中
）

　
吉
野
県
営
住
宅　
１
戸

　
上
市
駅
東
口
町
営
住
宅　
2
戸

　
燦
上
市
テ
ナ
ン
ト（
1
A・1
B・1
C・2
A
）

◆
通
常
募
集

　
飯
貝
町
営
住
宅　
１
戸

　
受
付
期
間　
11
月
8
日
～
11
月
19
日

　
問
町
民
税
務
課　
住
宅
担
当

　
　
℡(

32)

３
０
８
１（

土
・
日
・
祝
日
は
除
く)

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る

公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
ま

す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

奈
良
県
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
、

ま
た
は
奈
良
県
に
愛
着
を
お
持
ち
の
方

◆
応
募
期
間

11
月
１
日
（
月
）
か
ら
令
和
４
年
１
月
11
日

（
火
）
ま
で

◆
賞
品

　
最
優
秀
賞
（
１
点
）
表
彰
お
よ
び
賞
金
（
５

万
円
分
の
商
品
券
）

※
詳
し
く
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

U
RL

：http://w
w

w
.naraksk119.jp/

　
デ
ザ
イ
ン
募
集
の
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら
⇐

問
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

担
当

℡
０
７
４
４(

26)

０
１
１
９

お
知
ら
せ

農
林
産
物
品
評
会

11
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、
吉
野
町
農
林

産
物
品
評
会
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
・
出
品
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
奈
良
県
農
業
推
進
協
議
会
と
大
神
神
社

豊
年
講
共
催
の
農
林
産
物
品
評
会
は
、
11
月
22

日
・
23
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
農
林
振
興
課　
℡(

32)

３
０
８
１

︻
林
業
関
連
︼
補
助
制
度

ヘ
リ
に
よ
る
木
材
搬
出
へ
の
補
助
制
度

町
内
の
山
林
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し
て

木
材
を
搬
出
し
、町
内
の
市
場
や
製
材
所
に
出

荷
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
向
け

賃
貸
住
宅
へ
の
空
き
家
改
修
補
助
制
度

今
年
４
月
に
開
校
し
た
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
向
け
に
空
き
家
を
改
修

し
、一
定
期
間
貸
し
出
し
さ
れ
る
方
に
対
象
経

費
の
50
％（
１
戸
に
つ
き
最
大
１
０
０
万
円
）を

補
助
し
ま
す
。

問
農
林
振
興
課

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
…
℡(

32)

３
０
８
１

Ｉ
Ｐ
直
通
…
℡(

39)

９
０
６
４

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

　
吉
野
町
は
、
平
成
25
年
度
に
猟
友
会
吉
野
支

部
と
で
構
成
す
る
「
吉
野
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
を
組
織
し
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け

有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
（
９
月
分)

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
７
頭
イ
ノ
シ
シ
０
頭　

　
令
和
３
年
度　
累
計
90
頭

問
農
林
振
興
課　
℡(
32)
３
０
８
１

１１月のごみ収集日程
収集地区名

上市地区全域・橋屋・左曽・六田
吉野山地区全域・ 飯貝・ 丹治

龍門地区全域・ 中竜門地区全域

国栖地区全域・ 中荘地区全域

粗大ごみ
１日㈪
２日㈫
４日㈭

千股のみ１日㈪
５日㈮

不燃物
３日㈬
10日㈬

３日㈬

10日㈬

古　紙
17日㈬
24日㈬

17日㈬

24日㈬

収 集 日
ビン類
8日㈪
9日㈫
11日㈭

千股のみ８日㈪
12日㈮

カン類
15日㈪
16日㈫
18日㈭

千股のみ₁₅日㈪
19日㈮

ペットボトル
22日㈪
23日㈫
25日㈭

千股のみ₂₂日㈪
26日㈮

「ごみの区別と出し方」⇨

問［分別について］ 吉野三町村クリーンセンター【℡（３２）1275】　★11月21日（日）は、家庭系ごみの持ち込みを受け付けします。
問［収集について］ 美吉野環境ステーション【℡（３９）９１４５】　★ごみは午前８時までに出してください。
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お
知
ら
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
の
個
別
相
談

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
も
た
れ
て
、
色
々
な

悩
み
や
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
、
専
門
家
や
同
じ
立
場
の
人
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
込
不
要
）

　
11
月
16
日
（
火
）
９
時
～
12
時

　
奈
良
県
文
化
会
館
（
１
階　
第
２
会
議
室
）

　
11
月
20
日
（
土
）
９
時
～
12
時

　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
２
階　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
）

◆
対
象
者

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

問
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
奈
良
県
支
部　
川
崎
眞
弘

　
℡
０
９
０
（
２
１
１
０
）
５
０
３
２

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を　

お
願
い
し
ま
す
（
10
月
〜
３
月
）

今
年
度
も
町
共
同
募
金
委
員
会
に
よ
る
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
」
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
、
昭
和
22
年
に
始
ま
り
毎
年

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
半
年
間
（
１
～
３
月
は

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
募
金
活
動
）
、
全
国
で
行
わ

れ
ま
す
。
今
年
は
「
つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い

社
会
づ
く
り
。
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の

方
々
が
お
互
い
に
支
え
あ
う
社
会
を
築
く
こ
と

を
目
的
に
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
は
、
地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
、
住
民
自
ら
が
主
体
的
に
多
様
な

社
会
福
祉
の
問
題
に
取
り
組
む
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
吉
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
…
℡(
32)
８
９
７
８

　
Ｉ
Ｐ
直
通
…
℡(
39)
９
１
４
４

県
内
で
の
お
買
い
物
に
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す

地
方
消
費
税
を
ご
存
じ
で
す
か
？

一
般
に
「
消
費
税
10
％
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
国
の
税
金
の
消
費
税
は
7.8
％
で
、
残

り
の
2.2
％
分
は
県
の
税
金
の
地
方
消
費
税
で

す
。
こ
の
地
方
消
費
税
は
県
の
収
入
と
な
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
２
分
の
１
は
県
内
の
市
町
村
に

交
付
さ
れ
、
道
路
・
下
水
道
の
整
備
、
医
療
や

福
祉
の
充
実
、
小
・
中
・
高
等
学
校
教
育
、
環

境
の
保
全
な
ど
の
身
近
な
行
政
に
生
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
の
引
上
げ
分

の
地
方
消
費
税
は
、
す
べ
て
地
方
に
よ
る
社
会

保
障
の
た
め
の
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
奈
良
県
内
で
買
い
物
を
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
す
れ
ば
、
奈
良
県
に
入

る
地
方
消
費
税
が
増
え
、
県
内
市
町
村
へ
の
交

付
金
も
増
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
奈
良
県
や
県

内
市
町
村
が
行
う
身
近
な
行
政
が
、
質
の
高
い

も
の
に
な
り
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
奈
良
県
地
方
消
費
税
啓
発
推
進
協
議
会

　
（
奈
良
県
総
務
部
税
務
課
）

　
℡
０
７
４
２
（
27
）
８
８
５
３

秋
季
火
災
予
防
運
動 

11
月
９
日
～
11
月
15
日

「
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　
火
の
始
末
」

令
和
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
秋
季
火
災
予
防
運
動

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
防
火
意
識
を
一
層
高

め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
で
、
尊
い
生
命
や
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
が
提
案
す
る
４
つ
の
習
慣
と
６
つ
の
対

策
を
参
考
に
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
を
火
災
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
習
慣

①
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な

い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要

な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や

コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を

使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目

安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火

器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難

経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど

に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

以
上
10
の
ポ
イ
ン
ト
を
普
段
か
ら
意
識
し
、
火

災
か
ら
命
を
守
る
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
吉
野
消
防
署　
℡(

32)

１
０
１
１
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奈
良
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
11
月

１
人
で
も
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
）
を
雇
っ
た
場
合
、
事
業
主
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
ま
た

は
通
勤
が
原
因
で
負
傷
し
た
場
合
、
病
気
に

な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
し
た

場
合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
の
方
に
必
要
な
保

険
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
は
、
失
業
し
た
場
合
や
雇
用
の
継
続

が
困
難
と
な
る
場
合
等
に
対
し
て
保
険
給
付
や

事
業
主
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
は
、
従
業
員
の
方
が
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
、
忘
れ
ず
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
で
の
手
続
き
、
口
座
振
替
納
付
が

便
利
。
24
時
間
３
６
５
日
い
つ
で
も
O
K

問
奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
℡
０
７
４
２(

32)

０
２
０
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、就
職
を
希
望
す
る
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。面
接
会
に
参
加
希
望
の
方
は
、事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職
登
録・職
業
相
談
を
行

い
、紹
介
状
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
中
南
和
会
場
】

12
月
２
日
（
木
）
13
時
～
15
時
30
分

　
奈
良
県
産
業
会
館

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
２
番
33
号
）　

◆
持
ち
物

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
保

健
福
祉
手
帳
お
よ
び
履
歴
書
、
紹
介
状

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
市

　
求
人
・
職
業
相
談
部
門

　
℡
０
７
４
７(

52)

３
８
６
７

林
業
退
職
金
制
度
（
林
退
共
）
へ

加
入
し
ま
せ
ん
か

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働

く
方
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
事
業
主
の
方
が
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で
は
損

金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま

す
。

●
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

●
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者
が
林

業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退

職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.rintaikyo.taisyokukin.

go.jp/

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
９

吉
野
町
職
員
人
事
異
動

次
の
と
お
り
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
）
内
は
旧
任　

【
令
和
３
年
10
月
１
日
付
】

町
長
部
局

主
査
級

▼
暮
ら
し
環
境
整
備
課
主
査
（
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
課
主
査
）

　
小
西　
愛
也

▼
産
業
観
光
課
主
査(

農
林
振
興
課
主
査)

　
德
永　
　
拓

新
規
採
用

▼
協
働
の
ま
ち
推
進
課　
主
事
補　

　
浪
花　
望

▼
長
寿
福
祉
課　
主
査

芳
田　
可
奈

▼
長
寿
福
祉
課　
主
査

北
浦　
　
匡

▼
産
業
観
光
課　
主
査

増
本
祐
太
郎

退
職

梅
谷　
龍
馬
（
暮
ら
し
環
境
整
備
課
主
事)

令
和
３
年
９
月
30
日
付

広報誌をスマホなどで閲覧できます

LINE公式アカウント
ご希望の情報を通知


